
乗客の重量は計測するの？ 
 
 飛行機は安全上あるいは最も経済的な飛行のために重心位置を測定すること

は重要な要素の一つです。重心位置により尾翼のフラップの角度を調節して飛

行するのです。そのために飛行機の重量や荷物、乗客の重量を確認する必要が

あります。 
 機体の重量は１回／３年、ジャンボ機の場合１６車輪の下に計測板を入れて 
測定します。機体単体の重量は約１８０ｔで国際線で飛び立つ際は約３９０ｔ

にもなります。 
 毎回飛び立つ迄の短時間に、変動要素である荷物や乗客の重量を加味して重

心を求めます。荷物は預ける際に計測されますので理解できますが、はたして

乗客の重量はいつ測られたのでしょう？ 
測られたという認識はないと思います。そうです、実際には測っていないので

す。夏と冬、大人と子供で値は異なりますが夏のヨーロッパ線の大人の場合で 
一人１５５ポンド（約７０ｋｇ）で計算します。勿論相撲の巡業等の場合は 
ひとり一人計測するそうです。 
 

計測板 

約１８０ｔ （７４７－４００） 
離陸時は約３９０ｔ （国際線） 
離陸速度 約３２０ｋｍ／Ｈ 

大人 １５５ポンド（約７０ｋｇ） 
子供  ７０ポンド（約３２ｋｇ） 
ヨーロッパ線（夏）  ハワイ線は１４０ポンド 

提供  


